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要旨・感想 

アメリカの黒人(アフリカ系アメリカ人)と白人の間には試験の得点格差が存在する。この原

因として、偏ったテスト、教師による差別、黒人学生の不安、家庭収入格差、遺伝子や文化の

違いなどが考えられてきた。最近の研究では、多くが文化の違いに着目している。子供を育て

る文化は、社会階級(収入)や人種によって異なる。中間階級よりも低学歴、低収入の親は会話

や語彙が少ない傾向にあり、根本的に子供たちを教育する技術や振る舞いが、学校や教師が期

待するものよりも低い。また、高学歴、高収入の親を持つ子供は、人種関係なく会話や語句が

多い。その格差は、36か月で 2倍にもなる。同様の経済状況および家庭環境で育った人種間の

点数格差は、全ての子供を含んだ時よりも小さくなる。しかし、人種間の教育と収入格差は 1990

年からかなり小さくなってきているが、試験の点数格差に変化はない。また、Richard Nisbett

によって個人の遺伝子が関係する証拠はないと結論付けられた。代わりに、同じ社会階級であ

っても母親の人種間の育て方の違いが、多くの格差を生むとした。幼稚園に入園する時点で格

差が生まれていることから、未就学児の学習を向上させる必要がある。このように、格差はと

ても若い年齢から始まっていることが実証された。国はこの問題の対策に出たが、社会階級や

人種に強く影響を受けた、幼稚園児の技術と知識向上は難しい。O’Connor 判事によって、大学

入学推奨措置の 25年延長が提案された。今から 7年後に生まれてくる黒人の子供たちは新制度

の受験をすることになる。彼らの機会均等を継続するために、対策を考える必要がある。 
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